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町立保育園合同運動会

ママと一緒に走ったよ！
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平成 20年 10月 1日

　新聞報道等においてご存知のとおり、昨年7月31日高森町職員から人事処分事項に関して、熊本
県人事委員会に不服申立てがなされました。
　このたび、その経過について町民の皆さまへ報告します。

（経緯）
　平成19年 6月1日に実施された機構改革に伴い、「課設置条例」「職員の定数条例」「級別職務分
類表」の改正を行いましたが、これにより職の分限降任と降給が実施されたことに伴い、地方公務員
法第49条の 2第 1項の規定に基づき、33名（後に5名取下げ）の町職員から熊本県人事委員会に
対し、処分の取消しを求める不服申立書が提出されました。
　本町におきましては、平成15年度から役場組織の簡素化ということで定数の見直しを始めとする
組織機構の検討会を立ち上げ、今回の見直しを実施したところでございます。
　この見直しにつきましては、平成19年 3月議会定例会に諮り、一部議員さんからの反対もありま
したが、原案どおり決定されたところであります。
　今回の改正は、行政改革に基づく組織の改廃及び職務の分類変更でありました。
　これに伴う職員の処遇にあたっては、地方公務員法第27条第1項の公平平等の原則、人事管理の
基本である適材適所主義を基本として、勤務成績・勤務年数等を考慮しつつ公正厳正に実施したとこ
ろであります。
　また、審議員・主幹・参事という職の廃止と級別職務分類表（職に基づいた給料表における級の位
置付け）の改正を同時に行いました。
　改正前における職員の給料表における位置付けは、課長補佐級以上の職員が総数の74.71％を占め
ているという状況でした。
　公務員給与については、数年来、「地方地場産業の賃金水準に比べ公務員の給与は高い」、「公務員
は年功序列で給与が上がり、厳しさが欠けている」等の指摘がなされており、地域における公務員給
与の適正化を図るとともに、職員の志気を確保しつつ職務、職責や勤務成績に応じた適正な給与を確
保するため、給与構造の抜本的な改革が必要と考えられています。
　国においては、「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな指針の策定について」の中で、
級別職務分類表に適合しない級への格付その他実質的にこれと同一の結果となる不適正な給与制度・
運用については必要な是正措置を講じることとされています。
　このような公務員を取り巻く情勢をも踏まえ改正をしたところでありますが、今回の職務分類表の
改正による格付の変更に伴い、給料額が減額となる職員については、期末手当における加算を除き、
平成18年 3月 31日時点（一部平成19年 1月1日時点）での給料との差額について加算支給によ
り補償しているところです。
　また、職員が今後予定される団塊の世代の大量退職に伴い、それぞれの後任として新たに昇任人事
が実施されることで、処分は回復されるとの見通しを持って実施したものであります。
　私も、「痛みを伴う改革である」「決してこれがベストではない」「改革は終わりではないから一緒
になってやろう」と申し上げてきたところであり、非常に残念な結果でありました。
　その後、双方から答弁書、反論書、再答弁書、再反論書等の提出がされ、現在まで3回にわたり

　町民の皆さまへ

高森町職員の不服申立てについて（報告）

高森町長　藤　本　正　一
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公開による口頭審理が開催されています。
　また、議会におきましても議長さまを始めとして、調停・斡旋のための条件を提示されたため、長
としてそれを受け入れ、職員に対し調停・斡旋をいただいたところですが、解決にいたりませんでした。
　現在、口頭審理を終え最終の審理・裁決を待っている段階であります。
　この件につきましては、今後裁決が出されました時点においてご報告申し上げる予定です。
　以上現時点での報告とさせていただきます。

（不利益処分から裁決までの流れ）

準備手続
　・争点の整理
　・証拠の申出・整理

▼

口頭審理
準備手続結果の陳述

▼
証人尋問等証拠調べ

書面審理

・証拠の申出

※必要に応じて事情聴取

不利益処分
▼

不服申立書提出
▼

形式的要件調査
▼

 補正命令
▼

 処分庁から答弁書提出
▼

 申立人から反論書提出
▼

再答弁書・再反論書提出
▼

求釈明・釈明書提出 ※必要に応じて

裁　　決
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実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

高森町 − − 17.1 167.2

早期健全化基準比率 15.00 20.00 25.00 350.0

財政再生基準比率 20.00 40.00 35.00 −

　※各比率の「−」の表記はそれぞれ該当がないもの。

特別会計の名称 資金不足比率

簡易水道事業特別会計 −

企業債許可制移行基準比率 10.00

経営健全化基準比率 20.00

　※比率の「−」の表記は該当がないもの。

地方公共団体の財政の健全化に関する
法律に基づく健全化判断比率
及び資金不足比率の公表について

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成 19年法律第 94号）第 3条第 1項の規定により、健

全化判断比率及び資金不足比率を下記のとおり公表します。

　これは地方公共団体の財政状況を「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実質公債費比率」「将来負担比率」

の 4つの指標により判断しようというものですが、本町の場合、該当する比率がすべて判断化基準比率

内にあり、このまま健全な財政運営に努めます。

　また、「資金不足比率」は公営企業の財政健全性を判断する指標となるもので、本町では簡易水道事業

特別会計がこの指標の判断に該当する事業でありますが、資金不足がないことにより資金不足比率には該

当しません。簡易水道事業におきましても、引き続き健全な財政運営により、適正な事業を展開していき

ます。

　町においては、事務経費をはじめとして、歳出の削減による財政健全化の取り組みを進めていますので、

今後とも皆様方のご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
（単位：％）

（単位：％）
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ふれあいフェスタ in 高森寮

■日時：10月12日（日）
　　　　10：00〜15：00
■場所：高森寮（高森町大字色見）
■入場：無料
■問い合わせ先：高森寮　℡62-1780

■日時：11月1日（土）
12：30開場　13：00開演

■場所：高森中学校体育館
■入場：無料
■問い合わせ先：岩下昭久
　　　　　　　　℡62-1111（内線160）

芸術の秋、食欲の秋、読書の秋そしてイベントの秋です。
たかもりの秋を満喫してください。

今日は遠出をやめて
まちのイベントに
行こう！

高森町民音楽祭
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松尾　敏幸さん（73）
　　美穗子さん（75）
　　　　（高森・上在）

本田　重喜さん（78）
　　登美子さん（71）
　　　　（高森・村山）

冨永　髙則さん（82）
　　ハラエさん（72）
　　　　（高森・旭通）

佐藤　恒久さん（75）
　　ハツヨさん（73）
　　　　（高森・上在）

浦塚　正吉さん（75）
　　サチ子さん（75）
　　　　（高森・昭和）

岩下　時雄さん（77）
　　　三子さん（71）
　　　　（高森・横町）

住吉　直美さん（71）
　　ミチ子さん（71）
　　　　（色見・西丁）

工藤　勝至さん（75）
　　　明子さん（72）
　　　（永野原・幸子）

山室　仁人さん（81）
　　　智穗さん（68）
　　　　（色見・西丁）

甲斐　利信さん（72）
　　シゲ子さん（74）
　　　　（下切・下切）

米村　義光さん（72）
　　　忠子さん（69）
　　　　（色見・戸狩）

甲斐　光美さん（77）
　　タツヱさん（73）
　　　　　（津留・平）

重野　瑞軒さん（78）
　　ヤスコさん（73）
　　　　（高森・昭和）

後藤　昭敏さん（74）
　　佐保子さん（71）
　　　　（河原・河原）

甲斐　　孝さん（75）
　　ミツヨさん（71）
　　　　（尾下・下山）

結婚 50周年のゴールデンカップル

甲斐　正夫さん（75）
　　　靜子さん（73）
　　　　（高森・昭和）

後藤　米親さん（72）
　　チエ子さん（71）
　　　　（高森・冬野）

芹口　鶴人さん（75）
　　マサミさん（70）
　　　　（高森・下町）

林　　昭三さん（76）
　　サヨ子さん（72）
　　　　　（高森・森）

大村　幸義さん（79）
　　　礼子さん（74）
　　　　（草部・社倉）

佐伯　昭弘さん（75）
　　ツギエさん（75）
　　　　（芹口・宮原）

岩下　畩則さん（73）
　　　正子さん（70）
　　　　（色見・山鳥）

　９月 12 日、休暇村南阿蘇で「金婚夫婦表彰状伝達式」が開催されました。今年金婚を迎え
た夫婦は 23 組。式では、藤本正一町長がお祝いの言葉を贈り、夫婦一組一組に熊本日日新聞
社からの表彰状と、町及び馬原清子さん（高森・旭通）からの記念品が贈呈されました。その後、
出席者全員での会食を楽しみました。これからも夫婦円満で健やかにお過ごしください。
　なお、毎年ボランティアとして協力されている福永紘喜さん
（高森・下町）が夫婦ごとに記念写真を撮影され、式に華を添
えていただきました。

金婚夫婦表彰式

麻生　卓伸さん（77）
　　タツ子さん（81）
　　　　（高森・村山）
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金婚からさらに10年

ダイヤモンド婚
荒牧　円昭さん（81）・ケサ子さん（84）（高森・上在）
荒牧　重則さん（88）・千靏子さん（84）（高森・上町）
馬原　伴男さん（87）・マサ江さん（82）（高森・上町）
冨永　春光さん（83）・タツ子さん（91）（高森・旭通）
岩下　　仟さん（82）・　克代さん（78）（高森・昭和）
後藤　　忠さん（86）・チエ子さん（81）（高森・昭和）
二子石武範さん（84）・ムツエさん（79）（高森・昭和）
三森　　明さん（83）・ハマヲさん（81）（高森・昭和）
津留　光善さん（88）・　欣子さん（81）（高森・下町）
山村　一郎さん（89）・　文子さん（83）（高森・下町）
桐原　勢紀さん（87）・スマ子さん（85）（高森・横町）
後藤　市藏さん（83）・　キツさん（80）（高森・横町）
堀　　泰憲さん（86）・　キワさん（84）（高森・横町）
岩下　武義さん（87）・　イズさん（83）（高森・冬野）

下田　末久さん（88）・ケサ子さん（80）（高森・森）
後藤　光治さん（90）・ツギオさん（82）（上色見・前原）
後藤　基継さん（86）・キヌ子さん（79）（上色見・前原）
村上　　万さん（83）・イツ子さん（77）（色見・小倉原）
住吉　早美さん（89）・スミ子さん（84）（色見・井上）
工藤　義智さん（85）・　　久さん（82）（草部・社倉）
兒玉　房吉さん（87）・スミ子さん（83）（草部・社倉）
佐藤　　覺さん（89）・ツボミさん（87）（芹口・馬場）
矢津田武壽さん（80）・ミサ子さん（83）（中・祭場）
二子石保任さん（79）・ツヤ子さん（81）（矢津田・高尾野）
瀬井　公司さん（84）・　安子さん（82）（津留・山付神原）
城井　一義さん（84）・サツ子さん（81）（野尻・倉地）
鶴林　　積さん（91）・　ハルさん（85）（尾下・大畑）
吉良山畩伴さん（85）・ヨシ子さん（77）（河原・上玉来）

　今年のダイヤモンド婚（結婚 60 年）は次の方々です。各地区の敬老会で表彰状と記念品が贈られました。

　めでたく満 100 歳を

迎えられた岩下リキさ

ん（色見・山鳥）を、

9 月 19 日に藤本正一

町長が表敬訪問しまし

た。岩下さんは明治

41年6月27日生まれ。

内閣総理大臣と町か

ら賞状と記念品が渡さ

れ、笑顔で応える岩下

さんのご壮健ぶりに、

周囲も喜びを隠せない

様子でした。

祝 １００歳
岩下リキさん（色見・山鳥）
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NEWS高森町のあれこれ
▼終始和やかな雰囲気の中、参加者は食事やステージ披露を楽しみました。

町内各地で敬老会開催
長寿を盛大に祝す
　9月 15 日は「敬老の日」。町内で
も 7箇所で敬老会が開催されました。
本年度の 75歳以上の対象者は 1,302
人。上色見地区の敬老会は上色見生
涯学習センターで開かれ、来賓から
の祝辞やダイヤモンド婚夫婦表彰が
行われました。その後、全員で会食
をしながら、色見保育園児の踊りや
カラオケなどを楽しみました。

高森保育園児が梅香苑訪問
いつまでも元気でいてください
　9月 8日、高森保育園児が特別養護老人ホーム梅香苑
を訪問しました。これは、敬老の日を前に毎年訪れてい
るもので、年長組の園児 25人が歌や踊りを披露。その後、
「いつまでも元気でいてください」とペンダントをプレゼ
ントすると、入所者は「ありがとう、また来てね」とう
れしそうに受け取っていました。

▼手作りのペンダントを一人ひとりにプレゼントしました。 色見保育園児がりんご狩り体験
真っ赤なりんごに大はしゃぎ
　9月 3 日、色見保育園児がりんご狩りを体験しました。
これは、南阿蘇観光りんご園の招待により行われたもので、
はじめに用意してあったりんごを口にした年長・年中組の
園児15人は「おいしい」と一言。早速りんご畑に飛び出し、
真っ赤に実った大きなりんごを大はしゃぎで探していまし
た。

▲自分たちでちぎったりんごは各自家に持ち帰りました。
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高森中央小学校1年生
春に植えたひまわりを観察
　9月 3日、高森中央小学校の 1年生 54人が湧水トンネ
ル付近のひまわり畑を観察しました。このひまわり畑は、
生活科の授業で春に児童自ら植えたもので、自分の身長よ
り大きくなったひまわりに驚いた様子でした。最後にＪＡ
阿蘇青壮年部からひまわりを 1本ずつ受け取ると、うれ
しそうに持ち帰っていました。

▲児童たちはひまわりの花を興味深く観察していました。

九州各県対抗中学生選抜ソフトボール大会
熊本県選抜で高森中学校の２選手が出場
　8月 30 日から 31 日にかけて佐賀県で開催された「九
州各県対抗中学生選抜ソフトボール大会」に、高森中学校
3年の後藤志織さんと井上麻衣さんが熊本県選抜として出
場しました。熊本県選抜は 2人の活躍などにより第 3位
に輝きました。また、高森東中学校の家入かよ先生も熊本
県選抜のコーチとして出場しました。

▲全試合に出場した後藤志織さん（左）と井上麻衣さん（右）。

陸上自衛隊北熊本駐屯地第8偵察隊
津留地区で山地機動訓練
　陸上自衛隊北熊本駐屯地第 8偵察隊が、9月 2日から 3
日にかけて津留地区で山地機動訓練を行いました。隊員約
70 人が野尻総合センターに宿泊し、祖母山などで体力強
化訓練などを実施。期間中は朋遊館周辺の清掃活動にご協
力いただき、夜には地元父兄会との交流会なども行われま
した。

▼尾下体育館では日本拳法などの訓練も行われました。

帝京大学生が町内にホームステイ
観光ビジネスなどを調査
　8 月 25 日から 28 日にかけて、帝京大学経済学部（東
京都）の 2年生 24 人が町内にホームステイしました。こ
れは、荒井邦壽教授（経済地理学）のゼミフィールドワー
クの一環として行われたもので今年で 3回目。学生たちは
町の歴史や文化などを学んだり、農家の実情などを調査し
ました。

▼藤本正一町長も「町づくりの基本理念」と題して講義しました。



10 Takamori.2008.101111

リデュース・リユース・
リサイクル推進月間

　「みんなでつくろう安心の街」をメ
インスローガンに、10月 11日（土）
から10月 20日（月）までの10日間、
「全国地域安全運動」が実施されます。
　この運動は、犯罪や事故等のない
安全な社会を実現するために、防犯
協会をはじめとする関係機関、自治
体、防犯ボランティア団体、警察、
事業所等が連携し、各地でパトロー
ルや広報、キャンペーンなどに取り
組むものです。
　皆さんも、このような活動に参加
し、「安全で安心して暮らせる街づく
り」に努めましょう。
●全国重点
・子どもの犯罪被害防止
・住宅を対象とする侵入犯罪の防止
・振り込め詐欺の被害防止
●県重点
・�自転車・オートバイ盗及び車上ね
らいの防止
・子どもの犯罪被害防止
・振り込め詐欺の被害防止

全国地域安全運
動の実施

平成20年秋季
全国火災予防運動
●統一防火標語
『火のしまつ　君がしなくて　誰が
する』
　火災予防思想の一層の普及を図
り、火災の発生を防止し、高齢者等
を中心とする死者の発生を減少さ
せ、財産の損失を防ぐことを目的と
して、全国一斉に秋の火災予防運動
が 11月 9日から 11月 15日まで
の 7日間行われます。
　これから、ストーブ等の暖房器具
を使う頻度が多くなり、火災が発生
しやすい時季を迎えます。まずは、
火災を起こさないことが重要です。
火を取り扱っている間は常に火災が
起きる可能性があることを忘れない
ようにしましょう。
もし火災が発生してしまったら・・・
１．�119 番通報をし、早く周りに知
らせる。

２．�消火器や水バケツ等で消火でき
る火災であれば早く消火する。

３．�自分では消火できないと感じた
ら早く逃げる。

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡62-9034

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０

　毎年 10月は「リデュース・リユ
ース・リサイクル推進月間」です。
　地球環境を守るため、有用な廃
棄物（循環資源）の利用と処分に
あたっては、リデュース（発生抑
制）・リユース（再使用）・リサイ
クル（再生利用）の順に取り組む
ことが重要とされています。
　そこで、国民生活と深い関わり
をもつ酒類については、次のよう
なリサイクル推進施策が行われて
います。
●ガラスびん
　リターナブルびんは、使用済み
の容器を回収後、洗浄することに
より繰り返し再使用されます。
●缶
　スチール缶及びアルミ缶は、い
ずれも溶かして再びスチール、ア
ルミとして再生されます。
●ペットボトル
　ペットボトルはプラスチック原
料等となり、ワイシャツ、カーペ
ット、台所洗剤容器等、さまざま
な物に再生利用されています。
　私たち消費者もリターナブルび
んの商品を購入する、ごみの分別
回収へ協力する、リサイクル製品
を選択する等、毎日の生活のなか
で少し気を配るだけでリサイクル
運動に参加できます。

みんなで
つくろう
安心の街
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国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か

　
人じ

ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

国民年金の付加年金をご存知ですか？

み
ん
な
で
培つ

ち
か

お
う
、
人じ

ん
け
ん
か
ん
か
く

権
感
覚
！

～
守ま

も

ろ
う
　
み
ん
な
の
人じ

ん
け
ん権
～

　

近き
ん
ね
ん年
、
児じ

ど
う
ぎ
ゃ
く
た
い
ぼ
う
し
ほ
う

童
虐
待
防
止
法
、
Ｄ
Ｖ
防ぼ

う
し
ほ
う

止
法
や
消し

ょ
う
ひ
し
ゃ
け
い
や
く
ほ
う

費
者
契
約
法
、
高こ

う
れ
い
し
ゃ
ぎ
ゃ
く
た
い

齢
者
虐
待
防ぼ

う

止し
ほ
う法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
施し

こ
う行
さ
れ
た
。

　

私わ
た
し
た
ち
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん

達
人
権
擁
護
委
員
の
も
と
に
は
、
消し

ょ
う
ひ
し
ゃ
ひ
が
い

費
者
被
害
、
相そ

う
ぞ
く続
や
遺ゆ

い
ご
ん言
を
含ふ

く

む

財ざ
い
さ
ん
か
ん
り

産
管
理
、
扶ふ

よ
う養
な
ど
の
相そ

う
だ
ん談
と
共と

も

に
、
身し

ん
た
い
て
き

体
的
、
心し

ん
り
て
き

理
的
、
経け

い
ざ
い
て
き
と
う

済
的
等
の
虐ぎ

ゃ
く
た
い待
の

相そ
う
だ
ん談
も
多お

お

い
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
法ほ

う
り
つ律
の
施し

こ
う行
を
契け

い
き機
に
、
私わ

た
し
た
ち
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん

達
人
権
擁
護
委
員

は
、
各か

く
し
ゅ種
１
１
０
番ば

ん

の
電で

ん
わ
そ
う
だ
ん

話
相
談
や
特と

く
せ
つ
そ
う
だ
ん

設
相
談
の
開か

い
せ
つ設
、
他た

き

か

ん

機
関
と
の
連れ

ん
け
い携
、

出で
ま
え
こ
う
ざ

前
講
座
の
開か

い
さ
い催
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
へ
の
取と

り
く組
み
や
各か

く
し
ゅ種
イ
ベ
ン
ト
で
の

啓け
い
は
つ
と
う

発
等
多た

岐き

に
わ
た
っ
て
活か

つ
ど
う動
を
重か

さ

ね
て
き
た
。

　

21
世せ

い
き紀
は
人じ

ん
け
ん権
の
世せ

い
き紀
と
言い

わ
れ
て
久ひ

さ

し
い
。
こ
の
言こ

と
ば葉
は
、
過か

去こ

、

人じ
ん
け
ん
よ
う
ご

権
擁
護
の
実じ

つ
げ
ん現
の
た
め
に
、
た
ゆ
み
な
く
続つ

づ

け
ら
れ
た
努ど

り
ょ
く力
が
報む

く

わ
れ
、
一い

っ
せ
い斉

に
開か

い
か
け
つ
じ
つ

花
結
実
す
る
世せ

い
き紀
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願ね

が

い
が
込こ

め
ら
れ
て
い
る
。

　

社し
ゃ
か
い
ぜ
ん
た
い

会
全
体
が
国こ

く
さ
い
か

際
化
、
情じ

ょ
う
ほ
う
か

報
化
、
高こ

う
れ
い
か

齢
化
、
少し

ょ
う
し
か
と
う

子
化
等
の
急き

ゅ
う
そ
く速
な
変へ

ん
か化
を
受う

け
、

人ひ
と
び
と々

の
価か

ち

か

ん

値
観
は
多た

よ

う

か

様
化
、
複ふ

く
ざ
つ
か

雑
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中な

か

に
あ
っ

て
も
、
普ふ

へ
ん
て
き

遍
的
で
基き

ほ
ん
て
き

本
的
な
人じ

ん
け
ん権
が
社し

ゃ
か
い
ぜ
ん
た
い

会
全
体
に
必ひ

つ
よ
う
ふ
か
け
つ

要
不
可
欠
で
擁よ

う
ご護
す
べ
き
も

の
と
し
て
、
一ひ

と
り
ひ
と
り

人
一
人
の
心こ

こ
ろ

に
自じ

し
ゅ
て
き

主
的
に
理り

か
い解
さ
れ
て
こ
そ
、
人じ

ん
け
ん権
の
世せ

い
き紀
を
迎む

か

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考か

ん
が

え
る
。

　

熊く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん

本
県
人
権
擁
護
委
員
連れ

ん
ご
う
か
い

合
会
は
、
未い

ま

だ
身み

じ
か近
な
と
こ
ろ
で
数か

ず
お
お多
く
存そ

ん
ざ
い在
す
る

様さ
ま
ざ
ま々

な
人じ

ん
け
ん
し
ん
が
い

権
侵
害
に
積せ

っ
き
ょ
く
て
き

極
的
に
関か

か

わ
り
、
人じ

ん
け
ん
し
ん
が
い

権
侵
害
に
対た

い

し
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
対た

い
し
ょ処
を

行お
こ
な

う
と
共と

も

に
、「
み
ん
な
で
培つ

ち
か

お
う
、
人じ

ん
け
ん
か
ん
か
く

権
感
覚
！
～
守ま

も

ろ
う　

み
ん
な
の
人じ

ん
け
ん権

～
」
を
テ
ー
マ
に
掲か

か

げ
、
社し

ゃ
か
い会
の
一ひ

と
り
ひ
と
り

人
一
人
が
人じ

ん
け
ん
も
ん
だ
い

権
問
題
を
正た

だ

し
く
理り

か
い解
し
、
全す

べ

て
の
人ひ

と

に
人じ

ん
け
ん権
が
保ほ

し
ょ
う障
さ
れ
る
社し

ゃ
か
い
か
ん
き
ょ
う

会
環
境
と
な
る
願ね

が

い
を
込こ

め
て
、
啓け

い
は
つ
か
つ
ど
う

発
活
動
を

一い
っ
そ
う
す
い
し
ん

層
推
進
す
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
人じ

ん
け
ん
け
い
は
つ
か
つ
ど
う

権
啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等と

う

を
通つ

う

じ
て
、
関か

ん
け
い
き
か
ん

係
機
関

と
の
連れ

ん
け
い
き
ょ
う
か

携
強
化
を
図は

か

り
、
積せ

っ
き
ょ
く
て
き

極
的
か
つ
真し

ん
し摯
に
努ど

り
ょ
く力
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓ち

か

う
も

の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以い
じ
ょ
う上
、
宣せ

ん
げ
ん言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

平へ
い
せ
い成

20
年ね

ん

６
月が

つ

４
日に

ち　

熊く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん

本
県
人
権
擁
護
委
員
連れ

ん
ご
う
か
い

合
会

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡０９６−３６７−２５００

　定額保険料と付加保険料をあわせて納めた方が、老齢基礎年金に上乗せして受給する
ことができる年金です。

◎付加保険料（月額 400円）を納付することができる方は？
　・�第 1号被保険者（65歳以降の任意加入被保険者を除く）だけが加入し納めることができます。ただし、保険料の

免除を受けている方や国民年金基金の加入員は納めることができません。

※付加保険料は納付期限（翌月末日）までに、必ず納めてください。

※農業者年金の被保険者は、必ず納めなければなりません。

◎年金額は？
　付加年金の年金額は次の式により計算され、老齢基礎年金に上乗せして支給されます。

　　　年金額＝200円×付加保険料を納付した月数

※付加年金の年金額は、年金額の改定が行われた場合でも改定されません。
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※
入
場
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
生
活
部
食
の
安
全
・
消
費
生
活
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
２
８
９

　

11
月
15
日
（
土
）
午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
と
16
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
の
２
日
間
、
熊
本
市
辛
島
公
園
と
サ
ン

ロ
ー
ド
新
市
街
で
、
『
熊
本
県
技
能
祭
「
技
能

ふ
れ
あ
い
・
体
験
ス
ト
リ
ー
ト
２
０
０
８
」
』

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
や

熟
練
技
能
士
に
よ
る
製
作
実
演
な
ど
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
秋
の
日
の
休
日
、
も
の
づ
く
り
の

技
と
の
ふ
れ
あ
い
を
街
か
ど
で
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
技
能
士
会
連
合
会

　

℡
０
９
６-

３
８
２-

４
５
８
５

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
「
労
働
保
険
」
の
加
入

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保

険
制
度
で
す
。

　

こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規
模

に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い

て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
保
険
関
係
成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
卸
売
・
小
売
業
（
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
、
飲
食
店
、
理
・
美
容
業

等
を
中
心
に
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
が
さ
れ
て

い
な
い
事
業
場
が
、
か
な
り
の
数
、
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎

年
10
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定

め
て
、
労
働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤

に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
り
、

あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要

な
労
災
保
険
給
付
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失

業
し
た
場
合
の
失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け

る
育
児
及
び
介
護
休
業
中
の
給
付
等
が
速
や
か

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か
に
保
険
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

県
で
は
、
熊
本
県
工
業
連
合
会
に
委
託
し

て
、
自
動
車
関
連
業
種
へ
の
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
11
月
25
日
（
火
）
～
12
月
11
日

（
木
）
、
２
月
３
日
（
火
）
～
２
月
20
日

（
金
）
に
行
い
ま
す
。
実
習
を
含
め
た
講
義

で
、
講
師
も
ア
イ
シ
ン
九
州
（
株
）
現
社
員
、

本
田
技
研
工
業
（
株
）
Ｏ
Ｂ
を
は
じ
め
経
験
豊

富
な
方
が
指
導
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
は
受
講
生
の
約
80
％
が
就
職

内
定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
工
業
連
合
会

　

℡
０
９
６-

３
３
９-

８
６
３
９

　

食
の
大
切
さ
と
、
適
切
な
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
食
育
推
進
く
ま
も
と
県
民

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

○�

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

○�

場
所　

宇
城
市
小
川
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

「
ラ
ポ
ー
ト
」

○�

内
容　

食
育
体
験
教
室
（
魚
の
さ
ば
き
方
・

マ
イ
箸
作
り
等
多
数
）
、
基
調
講
演
「
食
の

地
元
学　

地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
」
、
食
育

事
例
紹
介

町県民税第３期の納期限は10月31日（金）です。／高森町役場税務課

　

９
月
19
日
付
け
で
行
っ
た
町
職
員
の
人
事
異
動

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（　

）
は
旧

○�

係
長　

住
民
福
祉
課
福
祉
係
長
／
後
藤
三
治

（
住
民
福
祉
課
員
）

○�

課
員　

住
民
福
祉
課
員
／
佐
藤
幸
一
（
建
設
課

員
）

○�

休
職　

総
務
課
付
／
白
石
一
弘
（
住
民
福
祉
課

福
祉
係
長
）

　

パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
疑
問
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
解

説
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ま
も
と
県
民
Ｉ
Ｔ
何

で
も
相
談
集
」
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
役
立
ち
情
報
の

「
相
談
窓
口
・
よ
く
あ
る
質
問
」
に
リ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。

　

Y
ahoo!

やGoogle

等
で
「
く
ま
も
と
県
民
Ｉ
Ｔ

何
で
も
相
談
集
」
と
検
索
す
れ
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。

○
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.itsoudan-kum

am
oto.jp

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
情
報
企
画
課

　

℡
０
９
６-

３
３
３-

２
１
４
４

技
術
・
技
能
者
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
受
講
生
募
集

食
育
推
進
く
ま
も
と
県
民
大
会

10
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月

間
で
す

人
事
異
動

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
く
ま
も
と
県

民
Ｉ
Ｔ
何
で
も
相
談
集
」
を
公

開
し
ま
し
た

熊
本
県
技
能
祭「
技
能
ふ
れ
あ
い・

体
験
ス
ト
リ
ー
ト
２
０
０
８
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
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な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
各
種
助
成
金
の
お

問
い
合
わ
せ
及
び
保
険
の
手
続
き
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）
も
し
く
は
、
熊
本
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
２

共
済
で
す
。
交
通
事
故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
被
害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負

い
ま
す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共
済

は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保
す
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な
対
人

賠
償
を
保
障
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
20
日
（
月
）
か
ら
26
日
（
日
）
ま
で
、

秋
の
行
政
相
談
週
間
が
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

ま
す
。
期
間
中
、
本
町
で
も
特
設
行
政
相
談
室

を
設
け
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
ご
意
見
、
苦
情

な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○�

日
時　

10
月
24
日
（
金
）
午
後
１
時
～
午
後

４
時

○�

場
所　

含
蔵
寺（
高
森
町
大
字
高
森
１
８
０
９
）

○
相
談
員　

本
田
幸
則
さ
ん
（
高
森
・
上
在
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係　

内
線
１
１
４

　9月 17 日に老人クラブ連合会（佐藤徹会長）が役
場横の森童公園の草刈り作業を行いました。これは、
「老人クラブ社会奉仕の日」の 9月 15日前後に毎年行
われているもので、役員 15 人が朝から草刈り機や竹
ほうきを手に作業を実施。約2時間で集められた草は、
軽トラック 1台分にもなりました。作業後はスッキリ
した景観を取り戻しました。

秋
の
行
政
相
談
週
間

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
約
１
１
４
万
件

も
の
交
通
事
故
被
害
者
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
、
こ
の
10
年
間
で
約

15
％
増
加
し
、
毎
年
多
く
の
死
傷
者
数
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

毎
年
絶
え
な
い
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被
害
者

に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
よ

り
一
層
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
、
保
険
・
共
済
金

支
払
い
の
仕
組
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
の

保
有
者
に
、
自
動
車
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
保
険
・
共
済
が
、
自
賠
責
保
険
・

　7月 20 日、津留地区住民がボランティアで冬野川
の清掃活動を行いました。これは、冬野川をホタルが
棲む清流にしようと毎年行われているもので、今年も
約 25 人が参加。約 3時間の活動でビニールや空き缶
など軽トラック 3台分のゴミが集められました。こう
いった活動により、津留地区の冬野川周辺では毎年ホ
タルの群舞を見ることができます。

津留地区住民が
ボランティアで冬野川清掃

老人クラブ連合会
奉仕活動で町をきれいに

安
全
運
転
は
意
識
し
て
も
安
全

の
た
め
の
自
賠
責
を
忘
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

国民健康保険税第６期の納期限は10月31日（金）です。／高森町役場住民福祉課
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成

23
年
春
の
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
見
据
え
、
阿

蘇
地
域
の
魅
力
を
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
も
て
な
し
の
心
の
向
上
を
図
る
た
め
、
阿
蘇

の
自
然
を
は
じ
め
、
歴
史
、
文
化
、
観
光
、
ト
ピ
ッ

ク
問
題
（
旬
の
話
題
等
）
に
つ
い
て
の
検
定
試
験

「
阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
検
定
の
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
「
阿

蘇
の
達
人
」
を
県
内
外
の
主
要
書
店
等
で
販
売
し

て
い
ま
す
。（
定
価
１
，
５
０
０
円
税
込
）

○�

日
時　

12
月
７
日
（
日
）
午
前
11
時
～
（
検
定

時
間
60
分
）

○�

会
場　

東
海
大
学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
（
南
阿
蘇

村
河
陽
）

○�

受
験
資
格　

学
歴
・
年
齢
・
性
別
・
国
籍
な

ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
１
回
検
定
試
験

に
合
格
さ
れ
た
方
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
募
集
定
員　

５
０
０
名
（
先
着
順
）

○
受
験
料　

２
，
０
０
０
円

○
試
験
内
容

　

・
検
定
時
間　

60
分

　

・
出
題
数　

50
問

　

・
程
度　

基
本
的
な
知
識

　

・
合
格
基
準　

70
点
以
上

※
全
50
問
（
１
問
２
点
）
、
１
０
０
点
満
点

○�

出
題
範
囲　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
公
式
テ
キ
ス

ト
ブ
ッ
ク
「
阿
蘇
の
達
人
」
を
中
心
に
、
阿
蘇

め
ざ
せ
!!
阿
蘇
の
達
人

第
２
回
阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定

の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
観
光
、
ト
ピ
ッ
ク
問

題
（
旬
の
話
題
等
）
に
つ
い
て
出
題
し
ま
す
。

○
出
題
方
法　

五
肢
択
一

○
受
付
期
間　

９
月
１
日（
月
）～
10
月
31
日（
金
）

○
申
込
方
法

　

・
郵
便
局
の
払
込
取
扱
票
に
よ
る
お
申
し
込
み

　
　

当
実
行
委
員
会
指
定
の
払
込
取
扱
票
（
兼
受

　
　

験
申
込
書
）
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

　
　

受
験
料
を
お
支
払
く
だ
さ
い
。

　

・
団
体
で
の
お
申
し
込
み

　
　

企
業
、
学
校
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
受
験
者
が
10

　
　

名
以
上
の
場
合
は
、
団
体
用
の
申
込
書
に
ご

　
　

記
入
の
う
え
、
受
験
料
を
添
え
て
阿
蘇
ま
る

　
　

ご
と
検
定
実
行
委
員
会
事
務
局
（
熊
本
県
阿

　
　

蘇
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
内
）
に
お
申
し

　
　

込
み
く
だ
さ
い
。

○�

申
込
書
設
置
場
所　

阿
蘇
地
域
の
市
町
村
役
場

観
光
担
当
課
・
商
工
会
・
観
光
協
会
、
阿
蘇
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
、（
財
）
阿
蘇
地
域

振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
県
立
大
学
、

各
熊
本
県
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
、
熊
本
県

庁
情
報
プ
ラ
ザ
、
熊
本
県
福
岡
・
大
阪
・
東
京

事
務
所
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
ま
る
ご
と
検
定
実
行
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

３
９
０
３

　

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
を

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

必
要
な
用
紙
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
前
に
阿

蘇
税
務
署
（
担
当
・
濱
川
）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

く
か
、
ま
た
は
当
日
説
明
会
会
場
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

○�

日
時　

11
月
12
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
正

午
及
び
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所　

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー

○
持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類

・
平
成
20
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

・�

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法

定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

※�

説
明
会
に
出
席
の
際
は
、「
年
末
調
整
説
明
会

出
席
票
」
に
「
整
理
番
号
」
及
び
「
源
泉
徴
収

義
務
者
名
」
を
ご
記
入
の
う
え
、
会
場
入
口
の

受
付
箱
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

平
成
20
年
分
給
与
所
得
の
年
末

調
整
説
明
会

　

平
成
20
年
度
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
広
域
一
斉
三
県

（
福
岡
県
・
大
分
県
・
熊
本
県
）
合
同
捕
獲
期
間

及
び
一
斉
捕
獲
日
、
平
成
20
年
度
九
州
脊
梁
山

地
シ
カ
広
域
一
斉
捕
獲
期
間
及
び
一
斉
捕
獲
日

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
広
域
一
斉
三
県
合
同
捕
獲

　

・
秋
期
捕
獲
期
間

　
　

９
月
１
日
（
月
）
～
10
月
31
日
（
金
）

　

※
た
だ
し
、
９
月
26
日
（
金
）～
28
日（
日
）、
10

　
　

月
10
日
（
金
）
～
12
日
（
日
）
を
除
く
。

　

・
秋
期
一
斉
捕
獲
日

　
　

９
月
14
日
（
日
）、
10
月
５
日
（
日
）、
10
月

　
　

19
日
（
日
）

　

・
春
期
捕
獲
期
間

　
　

平
成
21
年
３
月
16
日（
月
）～
３
月
31
日（
火
）

　

・
春
期
一
斉
捕
獲
日

　
　

平
成
21
年
３
月
22
日
（
日
）

○
九
州
脊
梁
山
地
シ
カ
広
域
一
斉
捕
獲

　

・
秋
季
捕
獲
期
間

　
　

10
月
12
日
（
日
）
～
10
月
26
日
（
日
）

　

・
秋
期
一
斉
捕
獲
日

　
　

10
月
19
日
（
日
）

　

・
春
期
捕
獲
期
間

　
　

平
成
21
年
３
月
22
日（
日
）～
３
月
29
日（
日
）

　

・
春
期
一
斉
捕
獲
日

　
　

平
成
21
年
３
月
22
日
（
日
）、３
月
29
日
（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課
森
林
保
全
係

　

℡
０
９
６
７-

２
２-

１
１
１
７

一
斉
捕
獲
期
間
及
び
一
斉
捕
獲
日
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ご
存
じ
で
す
か
？
10
月
は
土
地
月
間
、
10
月

１
日
は
十
と
一
『
土
』
で
土
地
の
日
で
す
。
土

地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て
の
４
つ
の
「
基

本
理
念
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

１
．
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

２
．
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す
。

３
．
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
。

４
．�

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま

し
ょ
う
。あ

い
た
し
も
う
た　

宿
の
ス
リ
ッ
パ
履
い
て
き
た	

佐
楢
見
乱
坊

と
こ
ろ
が　

仕
事
一
途
じ
ゃ
物
足
ら
ん　
　
　
　

	

岡
本　

琴
司

ひ
ょ
く
っ
と　

迷
い
始
め
た
散
歩
道　
　
　
　
　

	

後
藤　

信
子

無
理
も
無
ァ　

育
て
の
親
は
裏
切
れ
ん　
　
　
　

	

渡
辺　

雲
海

山
紫
水
明　

手
に
触
れ
そ
う
な
星
月
夜　
　
　
　

	

後
藤　

愛
子

あ
い
た
し
も
う
た　

指
も
刻
ん
だ
ノ
ッ
ペ
汁　
　

	

桐
原　

白
酔

と
こ
ろ
が　

逃
ぐ
る
方
さ
ん
追
う
野
焼
き　
　
　

	

林　
　

不
忘

山
紫
水
明　

ゆ
っ
く
り
と
時
は
移
ろ
い　
　
　
　

	

森
川
そ
よ
子

無
理
も
無
ァ　

同
じ
値
段
で
小
も
う
な
り　
　
　

	

佐
藤
多
可
雄

無
理
も
無
ァ　

子
供
は
遊
ぶ
こ
つ
が
先　
　
　
　

	

松
山
キ
ヨ
子

山
紫
水
明　

景
色
は
寂さ

び

れ
と
ら
だ
っ
た　
　
　
　
　

	

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

歌
詠
み

土
地
活
用

み
ん
な
で
創
る
美
し
い
ま
ち

俳
　
　
句
（
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
）

○�

工
事
名　

草
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事

○
契
約
金
額　

６
９
，
７
２
０
，
０
０
０
円

○�

工
期　

平
成
20
年
９
月
30
日
～
平
成
21
年
３
月

10
日

○
請
負
者　
（
株
）
南
陽
建
設

入
札
結
果（
５
０
０
万
円
以
上
）

　

第
２
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
地
域
、
職
場
の
気
の
合
う
仲

間
、
女
性
チ
ー
ム
な
ど
参
加
は
自
由
で
す
の

で
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時
～

○
場
所　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

○�

参
加
料　

３
，０
０
０
円
（
グ
ラ
ン
ド
使
用
料
、

選
手
保
険
代
、
景
品
代
含
む
）

○��

参
加
資
格　

社
会
人
で
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

（
高
校
生
以
下
参
加
不
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
（
本
川
宰
）

　

℡
６
２-

１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら

　

秋
口
か
ら
は
、
夕
暮
れ
時
及
び
夜
間
の
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
（
自
動
車
・
自
転
車
）
と
反
射
材

の
活
用
（
歩
行
者
・
自
転
車
）
で
、
交
通
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○�

期
間　

９
月
21
日
（
日
）
～
平
成
21
年
３
月
31

日
（
火
）

ひ
の
く
に
ピ
カ
ピ
カ
運
動

●
●
●

神
無
月

新
涼
や
橋
の
た
も
と
の
立
ち
話　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

ウ
ミ
オ

里
帰
り
老
い
た
る
母
の
秋
袷　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

幸　

男

旧
盆
を
過
ぎ
し
を
待
ち
て
虫
の
声　
　
　
　
　
　
　
　

	

み
ず
ほ

床
枕
鈴
虫
鳴
く
や
夜
深
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

晴　

雄

味
薄
き
我
が
家
の
朝
餉
肥
後
茄
子　
　
　
　
　
　
　
　

	

澄　

子

時
雨
に
て
頭
揺
ら
ぐ
や
吾
木
香　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

誠　

登

茜
空
仰
ぎ
て
明
日
の
鎌
を
研
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

信　

子
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

17

■高血圧を甘く見ないで！
　高森町の40歳から74歳の健診受診者のうち男性52.2％、女性37.5％が高血圧で、国民健康保険での治療状況でも
男女とも生活習慣病中高血圧が71％で1位を占めています。また、町内の人工透析実施者の65％の人が高血圧を併せ持っ
ています。高血圧が体にもたらす影響はさまざまで、放置しておくと重大な障害につながります。自分の血圧はどの位置
にあるか健診結果や測定値をもう一度確認してみましょう。下の表で自分はどこにあてはまるかチェックしてみましょう。

シリーズ“高血圧”



161717 Public Information

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

10月12日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

10月13日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

10月19日 藤 本 医 院 ℡ 67-0020

10月26日 平 田 医 院 ℡ 62-0216

11月 2日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

11月 3日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0378

■10月12日～11月３日分

 Public Information

2008年８月受付分（敬称略）

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

［ 住 所 ］

高　森・横　町

河　原・市尾野

高　森・冬　野

高　森・旭　通

高　森・天　神

［ 死 亡 者 ］

飯干　美晴

白石キヌヨ

佐藤　ヨネ

後藤　爲男

瀨口　重人

［年齢］

81

80

92

74

87

［ 御 遺 族 ］

飯 干　 一 実

白石寿満男

佐 藤　 文 男

後 藤　 徇 子

瀨口登紀夫

平成 20 年８月 31 日現在

の
人
口

人口／７，３８７人（− 13）
男性／３，５１５人（− 4）
女性／３，８７２人（− 9）
世帯／２，７７４戸（− 4）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

10月16日～11月15日

おくやみ
もうし
あげます

●10月16日（木）
　断酒会（高森総合センター）／18：30～19：30
●10月17日（金）
　�パパ＆ママセミナー（高森総合センター）／19：00
～21：00

●10月23日（木）
　断酒会（高森総合センター）／18：30～19：30
●10月24日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00
●10月26日（日）
　�高森少年柔道大会（高森中学校体育館）／9：00～
17：00

●10月27日（月）
　役場支払日
●10月28日（火）
　�骨美人セミナー（高森総合センター）／10：00～
13：00

●10月29日（水）
　骨美人セミナー（朋遊館）／10：00～13：00
　住民健診（高森総合センター）／8：00～12：00
●10月30日（木）
　断酒会（高森総合センター）／18：30～19：30
●11月1日（土）
　�高森町民音楽祭（高森中学校体育館）／13：00～
16：30

●11月5日（水）
　役場支払日
　法律相談（芙蓉館）／13：00～15：00
　土地・建物相談（芙蓉館）／13：00～15：00

編 集 後 記
An editorial postscript

▲

大型台風13号と15号。幸いにも本町には大きな影
響はありませんでした。災害はいつ何時起きるかわかり
ません。実際に地震などによる大災害が発生したとき、
落ち着いて行動できるかは、防災訓練のときだけでなく、
日ごろから一人ひとりが常に高い防災意識を持ち、災害
に対し準備しておくことが重要です。各世帯に配布され
ている「防災マップ」を参考に家庭や地域で災害の対応
について話し合い、地域の結束力を高めましょう。
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
白石寿満男　　佐藤　文男

瀨口登紀夫　　今村　助男

［一般寄付］
高森町役場総務課

高森中学校
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　９月 20日から 21 日にかけて、玉名郡市を主会場に「第 63
回熊本県民体育祭」が開催され、グラウンドゴルフ女子団体の
部に阿蘇郡市代表として出場した本町チームが見事優勝を飾り
ました。９月 22日に藤本正一町長を表敬訪問した選手たちは、
笑顔で結果を報告しました。
　なお、女子個人の部でも後藤トチ子さんが優勝、綾部誠子さ
んが準優勝に輝きました。

監督及び選手紹介（敬称略）
監督：佐藤　　徹（高森・横町）選手：後藤　朝子（上色見・洗川）

選手：桐原ミヤ子（高森・昭和）選手：後藤トチ子（上色見・前原）

選手：岩下　郁代（高森・旭通）選手：綾部　誠子（津留・上町）

選手：馬原　清子（高森・旭通）選手：佐藤りつ子（高森・横町）

選手：山村八代子（高森・上町）　　：興梠フジ子（草部・社倉）

熊本県民体育祭
グラウンドゴルフ
女子団体の部優勝

マネー
ジャー


